
2005年 出土の木簡

く
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｘ
八
六
〇
二
か
ら
も
削
暦
の
細
片
二
点

が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
釈
読
不
能
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

四
周
の
い
ず
れ
も
原
形
を
と
ど
め
な
い
、
長
さ
六
五
ｍｍ
幅

一
一
ｍｍ
ほ
ど
の
削

片
で
あ
る
。
墨
書
は
二
行
に
わ
た
っ
て
い
る
。
上
部
に
は

一
文
字
分
の
余
白
が

あ
る
。
右
行
は
、
文
字
の
左
端
が
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
の
み
で
、
判
読
で
き

な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
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一
九
八
七
年
度

（第

一
分
冊
産

（
一
九
九
〇
年
）

（鶴
見
泰
寿
）

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
香
芝
市
下
田
東
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
五
位
堂
区
画
第
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
六
月

～
九
月

発
掘
機
関
　
　
香
芝
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
下
隆
次

・
福
田
由
里
子

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
馬
見
丘
陵
の
南
西
端
、
西
流
す
る
葛
下
川
に
北
流
し
て
合
流
す
る

支
流
が
形
成
し
た
沖
積
低
地
に

位
置
す
る
。
五
位
堂
駅
前
北
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

っ

て
二
〇
〇

一
年
か
ら
継
続
し
て

調
査
を
行
な
い
、
二
〇
〇
六
年

三
月
末
ま
で
に
三
五
七
〇
０
２ｍ

の
調
査
を
終
了
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
長
二

一
ｍ
の
帆
立
貝
式

古
墳
や
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
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代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
、
室
町
時
代
の
環
濠
居
館
な
ど
を
検
出
し
、
各
時

代
に
わ
た
る
大
量
の
土
器
類
の
ほ
か
、
木
製
鞍

（五
世
紀
前
半
）
や
墨
書
人
面

土
器
、
土
馬
、
石
帯
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
調
査
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
調
査
区

（Ｈ
地
区
）
の
一
辺
約

一
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
の
方
形
の
井
戸
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
井
戸
の
埋
土
は
大

き
く
三
層
に
分
け
ら
れ
、
上
層
か
ら
斎
串

一
点
、
中
層
か
ら
今
回
の
木
簡
の
ほ

か
土
師
器
甕
四
点
と
斎
串
人
点
、
下
層
か
ら
須
恵
器
壼
三
点
、
土
師
器
甕
二
点
、

土
師
器
杯
二
点

今
つ
ち
一
点
に
墨
書

「眈
〕
〆
あ
る
）、
及
び
斎
串
二
点
が
出
土
し

た
。
こ
れ
ら
の
土
器
の
年
代
か
ら
、
木
簡
は
平
安
時
代
初
頭

（九
世
紀
初
頭
）

に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
井
戸
の
周
辺
か
ら
は
掘
立
柱
建
物
が

数
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
。
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短
辺
の
一
方
が
隅
丸
の
長
方
形
で
、
長
辺

（ニ
カ
所
）
と
短
辺

（
一
カ
所
）
に

穿
孔
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
器
の
底
板
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
樹
種

は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
あ
る
。
内
容
な
ど
か
ら
少
な
く
と
も
二
回
に
わ
た

っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
ず
、
種
蒔
日
な
ど
農
業
に
関
す
る
も
の

と
何
か
の
売
却
記
録
、
そ
し
て
次
に
、
裏
面
の
大
部
分
を
削

っ
て
伊
福
部
連
豊

足
の
解
文
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。
全
面
に
墨
痕
が

看
取
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
く
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
、
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
の
鶴
見
泰
寿
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
木
簡
学

会
研
究
集
会
に
お
い
て
も
多
く
の
会
員
の
方
々
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（山
下
隆
次
）

「秋
収
」
と

「収
秋
」

『平
城
京
木
簡
三
』
に
、
千
字
文
を
習
書
し
た
木
簡
が
二
点

（五
一
〇

〇
号
・
五
一
〇
四
号
）
あ
る
。
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
西
端
の
Ｊ
Ｄ
二
九

地
区
出
土
で
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪

（推
定
藤
原
麻
呂
邸
）
か
ら
廃
棄
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
百
〔は
と
も
に

「秋
収
」
と
す
べ
き
部
分

を

「収
秋
」
と
記
す
。
他
に
は
誤
記
は
確
認
で
き
な
い
。
廃
棄
元

・
出
土

地
が
共
通
す
る
こ
点
の
木
簡
で
、
同
様
の
誤
記
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

一
つ
に
は
、
同
じ
人
物
が
誤
記
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
彼
は
ど
う
し

て
も
そ
の
部
分
を

「収
秋
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
も
う

一
つ
に
は
、
同

じ
テ
キ
ス
ト
を
写
し
た
結
果
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
元
の
テ
キ
ス
ト

が

「収
秋
」
で
、
そ
れ
を
写
し
た
習
書
も
同
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ど
ち
ら
の
蓋
然
性
が
高
い
か
、
俄
に
は
決
め
が
た
い
。
筆
跡
は
比
較
的

似
て
い
る
が
、
丁
寧
な
文
字
で
癖
が
乏
し
い
分
、
同

一
人
物
の
文
字
か
判

別
し
が
た
い
。
た
だ
、
前
者
の
場
合
も
、
習
書
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
同

一
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「収
秋
」
と
記
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
可
能
性

も
残
る
。

な
お
、
比
較
的
近
接
し
た
東

一
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
は

「秋
収
」
と
書

か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

〓
二
、

一
〇
頁
上
段
）。　
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